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金
滞
古
蹟
志
容
五

思
ふ
に
右
膝
仁
年
中
た
る
足
趨
の
、
給
手
の
紋
惟
子
を
渚
し
、
商
貨

・
の
十
徳
を
着
け
て
、
刀
・
脇
差
を
帯
し
、
肩
衣
・
四
幅
袴
を
着
せ
し
中

聞
に
、
乎
鎗
を
持
た
せ
召
遮
れ
け
る
と
の
事
、
貨
に
蛍
時
世
の
足
錘

と
呼
ぺ
る
歩
卒
の
風
鉢
、
回
定
に
て
思
ひ
知
ら
れ
け
り
。
三
州
志
来
因

概
覧
に
い
へ
る
如
〈
、
古
へ
の
足
騒
は
垣
き
も
の
に
あ
ら
宇
と
の
設

は
さ
も
あ
る
ぺ
し
。
さ
れ
ぽ
既
に
も
云
へ
る
如
く
、
足
極
は
艇
卒
た

ど
い
へ
る
も
の
、
趨
捷
の
畿
を
以
て
呼
ぴ
そ
め
し
名
に
し
て
、
麗
き

者
と
す
る
は
非
友
り
。
吾
が
奮
務
に

τも
、
園
初
の
頃
は
土
地
を
以

て
知
行
米
を
賜
は
り
し
か
ど
、
後
に
は
知
行
所
を
取
り
あ
げ
、
磁
米

を
以
て
賜
は
り
‘
殊
に
治
世
陀
成
る
に
随
弘
、
迫
々
宛
行
高
を
減
少

し
て
、
僅
々
の
蔵
米
を
ば
挨
持
し
‘
殊
に
一
代
抱
え
の
趣
に
な
し
た

り
。
故
に
足
騒
と
い
へ
る
も
の
は
、
仲
間
・
小
者
陀
ひ
と
し
き
や
う
に

た
り
た
り
。
有
海
武
貞
の
古
兵
談
強
襲
集
に
、
吾
が
穫
の
足
経
も
、

微
妙
公
存
世
の
季
年
に
至
り
て
は
、
共
頭
た
る
も
の
坂
井
奥
右
衛
門
・

杉
浦
仁
右
衛
門
只
二
人
の
み
に
て
、
足
趨
の
人
員
二
百
許
な
ら
で
た

し
。
是
は
大
阪
障
の
時
、
足
額
は
用
に
た
L
宇
と
の
事
に
依
り
て
た

り
。
叉
不
破
彦
三
の
知
行
三
寓
五
千
石
の
跡
一
寓
俊
民
成
り
、
共
跡

五
千
石
に
成
り
し
時
、
共
家
の
能
き
足
駆
と
て
三
盲
人
被
=
召
抱
吋
と

り
。
大
坂
障
の
時
足
騒
は
用
に
た
L
A
Y
と
い
へ
る
事
、
右
等
陀
て
知

ら
れ
け
り
。
松
雲
公
夜
話
録
に
、
綱
紀
卿
の
御
意
と
て
如
v
左
載
せ
た

一
、
惣
て
足
粧
共
の
作
法
、
近
年
別
け
て
手
ぬ
る
く
成
り
た
り
。
都

て
足
軽
の
儀
は
、
職
場
等
に
て
鍬
或
は
手
木
を
持
ち
、
普
請
方
第
一

に
相
勘
む
る
事
陀
候
故
、
常
々
そ
の
た
ら
し
無
v
之
て
は
‘
用
に
難
v

立
。
依
v
之
近
年
ま
で
川
除
の
石
を
持
ち
、
又
は
宮
腰
よ
り
材
木
・
な
ど

を
持
ち
.
井
に
披
中
の
雲
な
ど
も
除
け
L

る
也
。
近
年
足
騒
の
員
激

減
少
、
そ
の
う
へ
庚
式
の
用
事
彼
是
に
ひ
か
れ
、
人
少
に
成
り
け
る

ゆ
ゑ
、
左
様
の
事
に
召
仕
ふ
ぺ
き
飴
力
も
無
v
之
、
訟
の
づ
か
ら
相
止

み
た
り
。
足
趨
は
左
ゃ
う
の
事
、
普
荷
役
友
E
K
仕
ざ
る
も
の
aa

や

う
に
.
不
案
内
の
役
人
共
心
得
罷
在
る
鉢
走
り
。
沙
汰
の
限
り
成
る

事
に
候
。
近
年
の
内
に
念
度
改
め
ら
る
べ
き
と
の
よ
し
、
度
々
御
意

御
座
候
事
。

右
は
吾
が
奮
藩
五
世
参
議
綱
紀
卿
常
々
被
v
仰
趣
を
記
殺
せ
し
も
の

也
。
是
等
に
て
足
趨
組
の
者
共
の
勤
め
方
知
ら
れ
け
り
。

。
曾

所

此
の
地
は
、
下
議
所
と
肉
ひ
合
せ
に
て
、
西
町
口
よ
り
登
り
口
注
り
。
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h 

い
へ
り
。
平
次
按
守
る
に
、
鹿
長
十
允
年
大
坂
陣
の
時
、
鋤
開
始
足
経
一

頭
岡
岡
助
右
衛
門
之
重
‘
陣
中
よ
り
留
守
居
の
妻
へ
の
書
簡
に
、

は

喜
右
衛
門
・
助
一
・
叉
右
衛
門
と
し
不
ν
申
事
、
い
っ
さ
う
候
ぺ
〈

候
。
以
上

び
ん
ぎ
申
建
候
。
い
ま
に
助
一
と
の
は
う
へ
ま
ゐ
り
申
告
y
候
。
世
上

て
っ
ぽ
う
も
の
‘
み
た
/
¥
治
ひ
っ
き
申
候
。
何
と
て
助
一
ま
ゐ
り

申
告
y
候
。
て
っ
ぽ
う
も
の
、
わ
れ
ら
く
み
ば
か
り
ま
ゐ
り
申
宇
候
。

喜
右
衛
門
は
の
と
に
何
事
い
た
し
ゐ
ま
ゐ
ら
や
候
や
、
さ
た
の
か
ぎ

り
存
候
。
て
っ
ぽ
う
治
そ
く
候
て
、
め
い
わ
く
申

oi持乙
。

十
月
廿
四
日

す
け
ゑ
も
ん
之
霊

中日

右
助
右
衛
門
之
霊
は
、
則
ち
十
二
月
四
日
大
坂
笹
山
に
て
、
一
番
に

進
み
織
地
に
中
り
討
死
す
。
叉
翌
年
五
月
夏
陣
の
時
、
成
四
助
九
郎

三
政
大
坂
黒
門
口
へ
付
き
け
る
底
、
是
も
預
れ
る
織
地
足
極
一
人
も

不
ν
参
に
付
き
、
三
政
家
人
山
口
・
彦
太
郎
へ
、
錦
地
之
者
一
人
も
不
v

見
、
共
方
見
廻
し
参
候
様
に
仕
候
へ
と
申
付
〈
。
彦
太
郎
町
屋
の
漣

へ
参
り
、
織
地
之
者
共
愛
か
し
と
よ
り
噂
ね
出
し
、
は
ぢ
し
め
て
再

び
塀
下
へ
参
り
、
織
地
に
雨
足
を
う
た
れ
死
す
と
、
成
問
家
記
に
あ

三
州
志
来
因
概
覧
附
録
に
、
下
議
郎
新
協
が
所
は
‘
皆
古
へ
本
一
線
・
寺

の
時
の
支
院
を
、
園
初
よ
り
共
の
債
に
て
今
に
至
り
数
百
年
前
の
遺

材
と
云
ふ
。
有
海
武
貞
の
甲
寅
筆
記
に
も
、
今
以
て
合
所
作
事
所
等

古
へ
一
向
宗
の
寺
々
残
り
た
る
を
用
ふ
と
あ
り
。
と
い
へ
h
y
o

藩
園

官
職
通
考
K
.
曾
所
は
園
初
よ
り
有
v
之
由
友
れ
ど
、
共
始
不
v
群
。
合

所
事
行
の
姓
名
は
、
鹿
安
=
一
年
有
部
孫
作
を
命
ぜ
ら
る
。
是
共
の
名

瀬

b
h
初
め
た
り
。
と
あ
り
。
平
次
按
守
る
に
、
合
所
は
奮
務
中
都

て
賭
色
買
調
方
の
役
所
に
て
、
金
津
曾
所
・
江
戸
合
所
と
て
爾
所
に

あ
り
。
利
常
卿
小
松
在
披
の
頃
は
、
小
松
合
所
と
て
小
松
に
も
置
か

れ
た
り
。
鹿
安
四
年
小
松
附
横
目
よ
り
の
言
上
書
に
、
営
夏
御
舎
所

に
御
座
候
古
き
御
鐙
質
梯
候
一
宮
々
。
た

ε蛾
せ
た
り
。
四
球
小
松
合
所

在
h
y
o

共
の
勤
め
向
は
‘
今
云
ふ
庶
務
用
度
係
の
如
し
と
い
ふ
ぺ
貯

れ
ど
、
曾
所
の
名
目
は
、
寄
合
所
の
義
友
ら
ん
か
。
延
菩
式
部
寮
式

に
、
凡
賜
邑
宴
審
客
-
者

d

緋
官
史
・
省
鍛
・
並
就
面
所
吋
按
司
祭
諸
事
吋
と

い
ふ
事
見
h
た
り
。
審
客
は
外
岡
の
使
節
を
い
へ
り
。
就
昌
合
所
-
と

は
、
面
台
所
に
て
印
ち
寄
合
所
な
る
べ
し
。
奮
藩
中
普
競
合
所
・
町

命
所
た
ど
も
、
皆
諸
役
人
の
寄
合
所
た
り
。
武
家
に
合
所
と

τ役
所

の
名
に
呼
ぺ
る
事
も
、
鎌
倉
幕
府
の
頃
よ
り
既
に
共
の
名
目
あ
り
し

四
九




